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≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








≪学習問題≫


ある正四角柱Ａがあります。その底面の１辺の長さを半分，高さを3倍にして正四角柱Ｂを作りました。ＡとＢの


どちらの体積が大きいですか。























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・文字を用いて，正四角柱の体積を表すことができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・本単元で，面積を文字を用いて表す中で，関連のあるものは，同じ文字を用いて表せばよいことに気づいている。


○共同追究でのゆさぶり


・文字式を用いて体積の比較をするのは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・1年「文字の式」で，2ａはａの2倍であることを学習している。


・文字部分が同じ場合，係数で比較できることを学習している。





Ａ





Ｂ





②見通し:底面の1辺の長さや高さを，ＡとＢで別の文字で表すと比べられない。


→関連のある長さは，同じ文字を使って表せばよい。











１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:Ａの底面の1辺の長さをｘ，高さをｈとして，ＢはＡの何倍になるか調べよう。





③個人追究:文字式同士を比較し3/4倍になることを説明する。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どのように比較しているだろうか？」


→「文字部分が同じだから，係数で比較している。」





④共同追究後半（思考を深める）


「同じ条件ならば，どのような場合でも3/4倍になるだろうか。」


→「ｘとｙは，正の数すべてを表しているから，どんな数が入ろうと，どのような場合でも3/4倍といえる。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・関連のある量は，同じ文字を使って表すと比較できる。


・どのような場合でも、文字部分が同じなら，係数を比較すれば大きさを比べることができる。





⑥定着･活用問題


2つの円柱Ａ，Ｂの体積を計算しました。


円柱Ａの体積：πｒ２ｈ


円柱Ｂの体積：π×（2ｒ）２×1/2ｈ＝2πｒ２ｈ


円柱Ｂは，円柱Ａをどのように変形した円柱でしょうか。


また，体積は，どうなりましたか。





Ａ





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・具体的な数値を代入して，2つの立体の体積を計算させることから，3/4倍になる見通しを持たせたい。


・2つの立体のそれぞれの半径や高さを別々の4種類の文字で置き換える生徒がいるので、課題把握では，一方を基にした置き換え方を確認したい。


・体積を比べるときに，係数で比較できるよさを大切に扱いたい。





【板書計画】








